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○活動１ 化学性を探る活動 防風林の影響によって農
作物が減収するという課題から、防風林の落葉が、圃場
作物へ何らかの影響があると仮説を立て、樹種の違いに
よる生育試験・発芽試験を行いました。
○活動２ 物理性を探る活動 大型農業機械の発展によ
り農作業の支障となるため、防風林は伐採されたままの
状態です。カシワ林を防風林として活用することで、地
域の原風景を取り戻せるのではと仮説を立て、風速調査
などを実施しました。
○活動３ 生物性を探る活動 持続可能な農業を探ると
いう課題から、樹種の違いが農作物に生物的効果がある
のではと仮説を立て、防風林の昆虫相調査を実施しまし
た。標本作製から昆虫を同定し、まとめました。

化学性・物理性・生物性を探る活動により各分野か
らカシワの有用性を示すことができました。
活動について農業研究機構や林業試験場、帯広百年

記念館からアドバイスをいただき、これらの活動が持
続可能な農業へと繋がる可能性があることがわかりま
した。
カシワによる自然豊か

で持続可能な社会が、次
世代へ受け継がれるため、
これからも活動を続けま
す。

開拓とともにほ場が拡大され、原生林や天然のカシワ
林が次第に伐採されてきました。私たちは、授業から持
続可能な開発目標を学ぶことで、地域環境の重要性を確
認するとともに、地域経済（農業）と環境そして文化の
３つの調和を意識した活動を行っています。2017年から
の町内全域の植生調査を実施し、町木であるカシワは、
士幌町の面積に対して0.95％しか残されていないことが
分かり、貴重な存在だということが分かりました。今年
度は、調査データを防風林の研究を生かし、地域課題で
ある防風林についてカシワの有益性の研究を開始しまし
た。

昆虫調査実施中

【持続可能な農業へ】
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「わが村は美しく－北海道」運動第10回コンクール応募団体


